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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
崩
壊
と
国
民
生
活

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

内
閣
支
持
率
を
支
え
て
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
崩

壊
す
る
過
程
に
入
っ
た
と
思
う
。

　

内
閣
府
が
公
表
す
る
景
気
動
向
指
数
が
二
〇
一
九
年

一
〜
三
月
期
と
四
月
期
と
連
続
し
て
「
悪
化（
景
気
後
退

の
可
能
性
が
高
い
）」に
な
っ
た
。
株
価
や
不
動
産
価
格
が

高
か
っ
た
の
は
、
日
本
銀
行
が
莫
大
な
国
債
を
買
っ
て

金
融
緩
和
を
続
け
、
株
、
不
動
産
信
託
を
購
入
し
て
買

い
支
え
て
き
た
か
ら
だ
。
国
の
借
金
は
鰻
登
り
に
増
加

し
た
が
、
成
長
戦
略
は
失
敗
し
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
停
滞

し
た
ま
ま
で
あ
る
。
膨
大
な
財
政
負
担
だ
け
が
残
っ
た
。

　

他
方
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
国
民
生
活
に
深
刻
な
危
機

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

老
後
の
資
金
形
成
で
「
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
万
円
必
要

に
な
る
」
な
ど
と
し
た
金
融
庁
の
審
議
会
が
ま
と
め
た

報
告
書
が
国
民
に
大
き
な
不
安
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

社
会
保
障
制
度
だ
け
で
な
く
、
実
質
賃
金
及
び
家
計
消

費
の
低
下
、
地
域
経
済
の
衰
退
、
地
銀
・
信
金
の
経
営

悪
化
、
内
需
の
衰
退
、
貿
易
収
支
の
赤
字
化
な
ど
、
国

民
生
活
全
般
に
深
刻
な
危
機
が
生
じ
て
い
る
。
戦
後
憲

法
の
も
と
築
か
れ
て
き
た
社
会
保
障
制
度
、
雇
用
・
賃

金
を
保
障
す
る
労
働
基
本
権
制
度
、
所
得
再
分
配
機
能

を
持
っ
た
税
制
度
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
地
方
自
治

制
度
な
ど
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
加
速
度
的
に

壊
さ
れ
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
本
年
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院

議
員
選
挙
を
前
に
し
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
日
本
経
済

と
国
民
生
活
の
深
刻
な
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か
ら
抜
本
的
に
転
換

す
る
経
済
政
策
を
展
望
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

浜
矩
子
氏（
同
志
社
大
学
教
授
）は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
中
で
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
特
異
性
と
し
て
、
①
国
家

主
義
を
標
榜
す
る
最
も
た
ち
の
悪
い「
デ
ィ
グ
ロ
ー
バ
ル
」

（
国
境
を
越
え
た
人
々
の
つ
な
が
り
の
破
壊
）で
あ
る
こ
と
、

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化（
実
は
、
物
理
的
現
金
か
ら
電
子
的

現
金
に
現
金
決
済
の
形
態
を
切
り
替
え
る
こ
と
）を
推
進
し
、

権
力
が
市
民
の
現
金
取
引
を
捕
捉
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
、
③
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
化（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
で
働
く

こ
と
）と
称
し
て
、
働
く
人
々
の
人
権
を
蔑
ろ
に
し
、
生
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産
性
向
上
の
た
め
に
使
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
の
三
つ
が
関
連
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

　

山
本
義
彦
氏（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）は
、
ナ
チ
ス
が
経

済
を
安
定
さ
せ
て
ナ
チ
ズ
ム
体
制
を
構
築
し
た
の
と
同

様
に
、
第
二
次
安
倍
政
権
が
経
済
の
浮
揚
に
よ
っ
て
改

憲
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
喝
破
し
た
上
で
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
六
年
間
が
給
与
水
準
の
低
下
、
消
費

税
増
税
や
年
金
給
付
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
国
内
市
場

を
制
約
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
給
与
条
件
の
向
上
、
正

規
労
働
力
の
本
体
化
、
中
小
企
業
の
生
産
活
動
の
強
化
、

法
人
税
の
適
切
な
負
担
、
介
助
労
働
の
条
件
向
上
な
ど
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
真
反
対
の
方
向
に
舵
を
切
る
こ
と
を

展
望
し
て
い
る
。

　

二
宮
厚
美
氏（
神
戸
大
学
教
授
）は
、安
倍
政
権
七
年
間

で
社
会
保
障
費
の
削
減
が
四
兆
二
七
二
〇
億
円
に
及
び
、

圧
縮
さ
れ
た
の
が
医
療
・
年
金
・
介
護
の
高
齢
者
向
け

の
福
祉（「
高
齢
者
三
経
費
」）で
あ
る
こ
と
、
削
減
の
理
由

と
し
て「
高
齢
者
三
経
費
」の
対
応
に
消
費
税
率
一
〇
％

へ
の
引
き
上
げ
が
必
要（「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」）と

述
べ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
安
倍
政
権

は
そ
の
後
「
一
体
改
革
」
に
代
え
て
「
全
世
代
型
社
会
保

障
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
持
ち
出
し
、
消
費
税
増
税

後
も
高
齢
者
三
経
費
に
回
さ
な
い
で
済
ま
し
、
社
会
保

障
費
削
減
を
基
調
と
す
る
政
策
を
続
け
る
と
し
て
お
り
、

ペ
テ
ン
で
あ
る
と
鋭
く
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

浦
野
広
明
氏（
立
正
大
学
法
学
部
客
員
教
授
）は
、
安
倍

政
権
の
消
費
増
税
八
％
に
よ
っ
て
、①
消
費
支
出
が
減
っ

て
今
に
続
く
深
刻
な
不
況
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
、
②

消
費
税
収
入
の
大
部
分
が
法
人
税
減
税
の
穴
埋
め
と
軍

事
費
に
消
え
た
こ
と
、
③
消
費
税
は
企
業
の（
利
益
＋
賃

金
）に
か
か
る
の
で
、
企
業
の
外
注
化
を
促
し
て
リ
ス
ト

ラ
を
促
進
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
上
、
消
費
税
増

税
を
中
止
し
て
人
権
を
基
軸
と
し
た
税
制（
応
能
負
担
の

原
則
・
税
金
を
福
祉
に
使
う
）に
転
換
す
る
こ
と
を
展
望

す
る
。

　

加
瀬
和
俊
氏（
帝
京
大
学
教
授
）は
、
安
倍
内
閣
に
よ

る
漁
業
・
農
業
の「
成
長
産
業
化
」方
針
の
下
で
、
漁
業

法
が
大
幅
に
改
変
さ
れ
、
企
業
的
経
営
体
が
優
良
漁
場

を
優
先
的
に
確
保
し
、
免
許
さ
れ
た
海
面
を
私
有
地
の

よ
う
に
排
他
的
に
占
有
し
続
け
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
、

①
小
規
模
漁
業
者
を
排
除
し
、
②
都
道
府
県
行
政
を
国

の
付
属
物
と
み
な
し
、
③
現
場
の
実
情
を
軽
視
し
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
漁

業
の
み
な
ら
ず
地
域
経
済
全
体
が
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

醍
醐
聡
氏（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
お
け
る
財
政
に
つ
い
て
、
防
衛
関
係
費
の
後
年
度
負

担
残
高
の
伸
び
が
大
き
い
こ
と
、
装
備
品
の
価
格
や
納

期
は
米
政
府
が
主
導
し
て
お
り
、
米
側
の
納
品
書
と
精

算
書
の
記
載
に
食
い
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
一
方

で
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
社
会
保
障
関
係
費
と
地
方

交
付
税
の
の
び
が
大
幅
に
抑
制
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か
ら
の
政
策
転
換
を
、
広
く
訴
え
、

安
倍
内
閣
を
追
い
つ
め
、
日
本
国
憲
法
が
か
が
げ
る
人

間
ら
し
い
生
活
を
取
り
戻
す
闘
い
の
た
め
に
、
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

 
〈「
法
と
民
主
主
義
」編
集
委
員
会
・
南
典
男（
弁
護
士
）〉

3 特集●アベノミクス崩壊と国民生活3

02_03_539特集リード_2.indd   5 2019/06/21   17:10


